
2．4 ピーク測定  

（1）レンジスイッチを測定したいレンジにセットしてください。  

このとき，被測定電流がレンジの測定範囲を超えないように注意してくださ  
い。  

（2）巨ヨスイッチを押し，［WID日または［50／60Hz］を選択してください。   
LCD表示部にlⅡヨまたは闘が表示されます。  

（3）被測定導体をクランプした状態で，〔璽）スイッチを押し，ピーク測定モー   
ドにL／てください。LCD表示部にt）が表示されます。  

（4）表示は電流波高値の1／ノ亘で表示されます。そのため正弦波を測定した場合   
は，実効値と同じ数値が表示されます。  

（5）測定終了後，〔璽）スイッチを押すとノーマル測定モードに戻ります。  

注記  
漏れ電流をピーク測定モードで測定する場合，トランスコアを開閉すると表示値   
が変化します。被測定導体をクランプしたまま表示を読み取るか，データホー   
ルド機能を使用して表示を因定した後，被測定導体から取り外し，表示を読み   
取ってください。再度ピーク電流を測定する場合には，データホールドを解除   
し，固スイッチで一度ノーマル測定モードに戻し，もう一度ピーク測定モード   

に設定してください。   

3．機能の説明  

3．1オートパワーオフ機能  

電源の切り忘れによる電池の消耗を防ぎ，電池寿命を延ばすための機能です。ス  
イッチ操作後から約10分間で自動的にオートパウーオフ状矧こなります。  
操作を再開するには，レンジスイッチを一度OFFにした後，再度電源を入れてく  

ださい。  

オートパワーオフ機能の解除  
データホールドボタンを押したまま，電源を入れることにより，オートパワーオ  
フ機能は解除されます。このとき電源を入れてから約3秒間，」CD表示部に  

“P．0FF”が表示されます。  

再度オートパワーオフ機能を働かせるにlよ データホールドボタンを押さないで  
電三原を入れ直してください。  

注記  
ピーク測定モードのときは，オートパワーオフ機能は働きません。   

3．2 データホールド機能  

測定した値をLCD表示部に国定する機能です。［重訂スイッチを1回押すとホー   
ルド状態になり，そのときのデータが保持されます。入力が変化しても表示は   
変わりません。LCD表示部に“l計’が表示されます。  
データホールドを解除するには，［靂〕スイッチをもう1回押して＜ださい。  

注記  
データホールド中にオートパワーオフ機能が働くと，ホールド状態は解除されます。  

■安全にご使用いただくために  

本器を正しく安全にご使用いただくために，ご使用の前に必ず取扱説明書をお読  
みください。また，耳又扱説明書の中に記載されている注意，警告の内容は必ず厳  

守してください。これらの注意に反したご使用により生じた故障や損害について  
は，当社では責任と保書正を負い力＼ねます。  

本器および取扱説明書には，安全に使用していただくために次のシンボルマーク  
を使用しています。  

2 測定方法  

21測定を始める前に  

盆警告  

5．仕様  

■機器仕様  
測定範囲および確度（23±5℃，85％RH以下において）   

交流電流～ （変換方式：真の実効使）  

User，s  cL345  

ManuaI リーククランプテスタ  
レンジ  測定範囲  周波数切換   傾 度（J司波訝】阻凶）   

±1  
40mA  0′・、′41．99mA  WIDE   ±2  gz Od（】tr20～1kHzl  

50ノ60Hz  ±1  d（It（50／60Hz）   

400mA  0′・、′419．9mA  WIDE  ±1 ±2  d〔！t（50／60Hz） Odqtr20／〉1kHzl  
50／60Hz  ±1  00  dqt（50／60Hzl   
WIDE  ±1   00 0  dgt（50／60Hz）  

0′〉100．OA  ±2   5   Od（】tr20へノ1kHzl  
50／60Hz  ±1  ＝  l●l  

400A  100．1′－一300．OA  WIDE  ±1 ±2  dgt（5D／60Hz） Odqtr40√）1kHzl  
50ノ60Hz  ±1  ●■  l●l  

300．1・〉419．9A  WIDE  ±2 ±5  0／60Hz） 0へノーkHzl  
50／60Hz  ±2  0／60Hz）   

●木器は，AC300V以上の回路では．絶対に使用しないでください。  

●300A（400日z）以上の電流を測定する場合，5分以内で測定を中止してください。   

トランスコア内部が発熱し，火災を起こす危険や成形品が変形し絶縁不良を起   

こす危険があります。  

●測定の際は指先等が、バリアを越える事のないよう充分注意してください。  

“取扱注意”を示しています。人体および機器を保護するため，耳又扱説明  

書を参照する必要がある場合に付いています。  
IM CL345 

⊥  
lⅢ 二重絶縁または強化絶縁で保護されていることを示しています0  

～ 交流（AC）を示しています。  

壬・ア＿ス（大地）を示しています。  

回慧琵悪霊芸芸霊宝諾三等誓言≡冨賢詔慧芸雲票誓≡詔誓誓活  

盈警告  

目次  ●トランスコア部は精密なセンサのため，使用の際は強い衝撃や振動，無理な力   

を与えないでください。  

●トランスコアの先端部にごみなどが入った場合は．直ちにごみを取り除いてく   

ださい。そのままの状態でトランスコアを閉じますとセンサを破損する原因と   

なります。  

●測定前に必ず測定したいレンジに正しく設定されているか確認してください。  

ピーク測定（10ms）  
レンジ  測定範囲  周波数切換  傾 度（J司波訝】阻凶）   

±1  
40mA  0′・、′41．99mA  WIDE   ±3  gz 1dqt（20へノ1kHzl  

50ノ60Hz  ±1  d〔It√50／60Hzl   

400mA  0′・、′419．9mA  WIDE  ±1 ±3  d〔！t（5D／60Hz） 1d（】tr20′）1kHzl  
50／60Hz  ±1  d口t（50／60Hzl   
WIDE  ±1   dgt（50／60Hz）  

0′〉100．OA  ±3   1dot（20′＼ノ1kHzl  
50／60Hz  ±1  d（】t（50／60Hzl  

±1  

400A                     100．1′－一300．OA  WIDE   ±3  gz 1dqtr4D（ノ1kHzl  
50ノ60Hz  ±1  …  l●l  

300．1・〉419．9A  WIDE  ±2 ±6  D／60Hz） 0へノーkHzl  
50／60Hz  ±2  0／60Hzl   

■安全にご使用いただくために  

1．各部の名称  

2．測定方法   

2，1測定を始める前に   

2．2 交流電流の測定   

2．3 周波数切換スイッチの使用方法   

2．4 ピーク測定  

3．機能の説明   

3．1オートパワーオフ機能   

3．2 データホールド機能   

3．3 別売アクセサリの使用方法  

4．電池の交換  

5．仕様  

6．校正およぴアフターサービス  

回避しないと，使用者が死亡または重傷を負う危険が想定される場合に使用しま  

す。  
注記  
●被測定可能導体径は，最大約①40mmです。大きい導体をクランプしトラン   
スコア先端が完全に閉じていない状態では正確な測定ができません。  
●大電流を測定する際に，トランスコアがうなり書を発生することがありますが，   

異常ではありません。   

2．2 交流電流の測定  

（1）レンジスイッチを測定したいレンジにセットしてください。   

このとき，被測定電流がレンジの測定範囲を超えないように注意してください。  

（2）通常測定   

開閉レバーを押してコアの先端を開き被測定導体の1本をコアの中心になる   
ようクランプしてください。しCD表示部に測定値が表示されます。   

（接地線に流れる漏洩電流および微小電流もこの方法で測定できます。）  

回避しないと．使用者が軽傷を負う危険が想定される場合．または製品などの機  

宅引こ物理的損害が発生する可能性が想定される場合に使用します。  
50／60Hz測定モードでの確度保証馬渡教範囲は50／60Hzです。  
パルス成分が重畳した電流を測定する場合は，ピーク値が測定範囲を大幅に超えるとレンジ閻にお  
いて指示値に差がです場合があります。この場合大きいレンジでの指示値が正しい値となります。  

3カウント以下は零に補正されます。  
40mA／400mAレンジは最大60COまで表示されます。4COA／4（X）mAレンジでゼDを表  
示しても実際は微小電流を測定している場合がありますので、下位のレンジにて再度測定して  

＜ださい。  

注記  

製品を取り扱う上で重要な情報および操作や機能を知る上で注意すべき⊂とがら  
を記述する場合に使用します。  

盈警告  
■一般仕様  
動作方式   
測定機能  
表示   

入力オーバー表示  
応答時間  
サンプルレート  
確度保証温湿度範囲  
使用温湿度範囲  
保存温湿度範囲  
導体位置の影響  

●木器は．AC300V以上の回路では．絶対に使用しないでください。  

●木器を可燃性／爆発性のガスまたは雰囲気の場所で使用しないでください。  

●トランス先端部は被測定物をショートしないような構造になっていますが，絶   

縁されていない導線を測定する場合トランスコアで被測定物をショートしない   
よう注意してください。  

●木器に雨または湿気などの水滴が付着した状態での使用や．濡れた手での操作   

は行わないでください。  

●測定の際には，測定範囲を超える入力を加えないでください。  

●電池カバーを外した状態では．絶対に測定しないでください。  

●木器のケースが損傷または外れている場合には．測定をしないでください。  

●木器の分解，改造，代用部品の取付けは行わないでください。  

●電池交換のため電池カバーを開けるときは，レンジスイッチをOFFにしてくだ   

さい。  

逐次比較方式  
交流電流  
液晶表示 最大4200（400Aレンジ）、最大6（：沿0（40／400  
mAレンジ）  
測定範囲を超えた場合“O」’’表示  
約2秒  
約2．5匡】／秒  

23℃±5℃，85％RH以下（結露がないこと）  
0′）40℃，85％RH以下（結露がないこと）  
一20′）60℃．85％RH以下（結露がないこと）  
コア中央からコア内のあらゆる位置において  
40／400mAレンジ：±5dgt  
400Aレンジ 0～250A： ±0．5％rdg±5頭如  

251～300A：±4．0％rdg±5］gl：  
301～400A：±7．0％rdg±5］gl：  

¶ 
¶ 

YOKDG劇〟A◆  
横河メータ＆インスツルメンツ株式会社  

lM CL345  
2007．8 5版（KYOU）  （3）零相測定   

零相の漏洩電流を測定する場合，接地線以外の全ての導体を一括してクラン   

プしてください。」DC表示部に漏洩電流の数値が表示されます。  

3．3 別売アクセサリの使用方法  

クランプアダプタ（形名：99025）（交流電流のみ）  
本器だけでは測定できない最大3000Aの電流や，大形ブ  
スパーおよび太い電線の電流が測定できます。  
（1）レンジスイッチを′、ノ400Aにセットしてください。  

（2）園のようにクランプアダプタの検出部をクランプして   

ください。  

（3）クランプアダプタを測定するブスパーまたは電線をク   

ランプしてください。  

（4）本器の指示値を10惜した値が求める電流値です。  

注記  
●クランプアダプタlよ漏れ電流測定には使用できません。   

外部磁界の影響  
残留電流の影響  
毒さ原  
電池寿命  
消費電流  

単
約
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
0
 

4形乾電池（」RO3またはRO3（UM－4））2個  
24時間（連続）  
約21mA  

オートパワーオフ機能 スイッチ操作後約10分でパワーオフ  木器は．安全規格に規定された測定カテゴリによって使用電圧の制限があります。  

これらは．給電ラインに含まれる過渡的なインパルス電圧から測定者の安全を確  

保するためです。  

保証について  

本器は厳密な社内検査を経て出荷されておりますが，万一製造上の不備により故  
障あるいは輸送中の事古文などによる故障の節lよ お買い上げいただいた販売店ま  

たは当社にお申し付けください。  
なお，当社製品の保証期間は納入日より1年間です。  

AC3700V／1分間  
トランスコア金属部と本体外装（トランスコア部除く）の問  

50M（つ以上／1000V  
トランスコア金属部と本体外装（トランスコア部除〈）の問  

最大約¢40mm  
約81（W）×185（H）×40（D）mm  
約270g（電池含む）  
EN61010－1  
EN61010r2－031、EN61010－2－032  
測定カテゴリⅢ．300V 汚染度2 屋内  
EN61326、EN55022  
EN61000－4－3  
畢4形乾電池   RO3（UM－4）  2個  
携帯用ケース    形名：93030 1個  
取扱説明書  IMC」345   1部  
クランプアタフタ 形名：99025  

耐電圧   

絶縁抵抗   

被測定可能導体径  
外形寸法  
質量  
安全規格  

EMC夫胃椙  
放射イミュニティ  
付属品  

アクセサリ（別売）  

ファンクション   最大許容入力  
測定カテゴリⅢ   

′ヽ′A   AC400A「ms  
測定回路電圧AC300Vrms   注：三相4線式の場合は  

4本ともクランプします。  
注：単相3綽式の場合は  
3本ともクランプします。  

測定カテゴリは以下のとおりです。   

測定カテゴリⅠ（CATI）コンセントから電源変圧器を経由した2次側回路の範囲   

測定カテゴリⅠ（C〝「Ⅰ）コンセントに接続された機器の1次側回路の範匪   

測定カテゴリⅢ（CAtⅢ）屋内の配電盤からコンセントの範匪  

詳しい仕様は，クランプアダプタの取扱説明書を参照してください。   

4．電池の交換  

盆警告  

2．3 周波数切換スイッチの使用方法  

本器は高性能なコアを使用しているため，周波数特性が優れています。これによ  
りインバータなどの高周波が被測定回路に入り込んでいる場合には，50／60Hz  
の基本波だけでなく，重畳された高周波，高調波も一緒に測定してしまうことに  
なります。このような高周波ノイズの影響を除去し，50／60Hzの基本波だけを  
測定するため，本器にはハイカットフィルタ回路が内蔵されています。（この回路  

は周波数切換スイッチを50／60Hzにセットしたときにのみ動作します。）  
ハイカットフィルタのカットオフ周波数：約160Hz  

減衰特性：約－24dB／oct＊   
＊－24dB／octとは周波数が2倍になると信号の強さは約1／16になる特性。  

本器の周波数切り換えは以下の2レンジです。  

●WIDE（20Hz以上）：  商用電源の周波数から．インバータなどの高周波  

まで測定できます。  
●50／60Hz（20から約160Hz）：インバータなどの高周波をカットL／，商用周波数  

常域のみ測定できます。  
∴ 

．・ 
の切り換えを行います。  

●使用後は必ずレンジスイッチをOFFにしてください。長期間使用しない場合に   

は，電池を外して保管してください。  

●クリーニングには研磨剤や溶剤を使用しないで中性洗剤か水に浸した布を使用   

してください。  

6．校正およぴアフターサービス  

本器をご使用中，万一不具合が生じましたら，下記項目を点検してください。それ  

でも正常な動作を示さず修理を必要とする場合には，お買い上げいただいた販売店  

または当社にお問い合わせください。   

●電…原を入れ直してください。  

●電池電圧の低下によるものであれば，電池を新しいものと交換してください。   
（「4．電池の交換」参照）  

校正  
本器を正しくご使用いただくためにも，定期的に校正することをお勧めします。   

推奨校正周期：1年   

本器の修理または校正については、お買い上げいただいた販売店または当社に  
お問い合わせください。  

（この指令はEU圏内のみ有効です。）  

この製品は、WEEE指令（2002／96／EC）マーキング要求に準拠します。  

張付けされたラベルは、この電気電子製品を一般家庭廃棄物として廃棄してはならないこと  

を示します。  

製品力テゴリ  
WEEE指令の「付属書1」に示される製品タイプに準拠して、この製品は“監視及び制御像許  
の製品として分類されます。   

EU圏内で製品を廃棄する場合は、お近くの横河ヨーロッパ・オフィスまでご連絡ください。  

家庭廃棄物では処理しないでください。  

貰   
＋   

感電事故を避けるため，測定中は電池交換をしないでください。  

お願い  
本保証書はアフターサービスの際必要となります。お手数でも※印箇所ご記入のうえ本器の  
最終ご使用者のお手許に保管してください。   
○保証期間中に正常な使用状態で，万一故障等が生じました場合は下記に記載の保証規程  
により無償で修理いたします。   
○本保証書は日本国内でのみ有効です。また保証書の再発行はいたしません。   
（This warrantyis valid onlyinJapan．）  

保証規程  
保証期間中に生じました故障は無償で修理いたします。  
但し，下記事項に該当する場合は無償修理の対象から除外いたします。  

注記  
●放射イミュニティは，EN61000－4－3の条件下で電気的性能（確度）に影響   
します。  
●この機器の使用は住宅・商業用および軽工業の環境に制限されます。   

もし，機器の付近に強い電磁干渉装置がある場合は，誤動作を起こす可能性が   
あります。   

1．各部の名称  

パリフフ  

●乾電池は新しいものと古いものを混ぜて使用しないでください。  

●乾電池の極性を間違えないように接続してください。  

乾電池の電圧警告“I正三ロ”マークが表示部に表示されたら，新しい幸乞電池と交   

換してください。  
また，乾電池が完全になくなってもいる場合は，表示部が消え∴‘tⅢヨ”マー   
クも表示されませんので5主意してください。  

（1）レンジスイッチをOFFにしてください。  

（2）本器背面の下部に付いている電池カバーのネジをゆるめ電池カバーを外して  
ください。  

（3）新しい乾電池と交換してください。乾電池は単4形乾電池2個です。  

（4）電池カバーを取り付け，ネジを締めてください。  

記  
不適当な取扱いまたは不適当な使用による故障。  

設計仕様条件をこえた取扱い使用または保管による故障。  

電池等の消耗品および自然減耗部品の交換。  

当社もしくは当社が委嘱した者以外の改造または修理に起因する故障。  

火災・水害・地震その他の天災を始め故障の原因が本居旨以外の理由による故障。  

その他当社の責任とみなされない故障。  
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以上   

横河メータ＆インスツルメンツ株式会社  

計測センター 東日本  電話：042－534－1456  
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データホールドスイッチ  
50 100 200  500 1k 2k   5k  

周波数（Hz）  

周波数特性  

10 20  

電池電圧警告表示  注記  
長時間の測定を行いたいときは，アルカリ乾電池をこ使用ください。  データホールド表示  

ピークホールド表示  

測定単位  

参考  
最近の電力利用の傾向として．インバータやスイッチンクレギュ一夕を使用することが増えてい  
ます。このような機器の高周波成分がリークしたり不完全なフィルタのコンデンサをとおしてアー  
スに流れたりすると，漏洩プレーカが誤動作することがあります。このような場合に，［50／60日z］  

モードで測定すると指示が出ない場合があります。  

周波数切換スイッチは，測定内容により切り換え，特性を生かし有効に使用してください。  バリア：操作中の感電事故を防ぐため最低限必要な沿面及び空間距離を確保する  

ための日印です。  


